
















（2014.2.26）の中国語訳（2014年 5 月 5 日掲載，
以下「訳文」とする）に分析を加え，日中言語
対照研究の角度から，検討を加えたものである。
　本稿では，“ 方形 ”，“ 空白 ”，“ 无疑 ”，“ 甚至 ”
などの単語，“ 此即为 ‘ 柏林焚书 ’ 事件 ”，“ 记
录下当年书籍蒙难的记忆 ”，“ 在焚书的地点上 ”，
“ 建立起 ”，“ 一座奇特的空间 ”，“ 一件事 ”，“ 遭
到破坏 ”，“ 被撕毁 ”，“ 这份深不可测的恶意 ”，“ 如
此事件 ”，“ 无论其背后到底有着何种原因 ”，“ 深
刻的影响 ”，“ 焚书之举背后 ” などの連語・フレー















一间 “ 谁都进不去的方形地下房间 / 四面尽是
空白的书架 / 一本书都没有 ”。
　ここで， 2 つの言葉を検討する。
　まず，原文の「方形」について。原則から言



























































































ここの主語は “ 著作 ” なので，受身表現を使っ
てもいいことになる。しかし，受身表現を使っ
たところ，責任はやはりぼやけてしまう恐れが
ある。しいて言えば，中国語では，“ 著作 ” が












（ ４）“此即为 ‘柏林焚书 ’事件 ”
　この文は，中国語の表現の問題である。とい




じ意味である。普通 “A 即 B” と “A 为 B” は，
どちらも「A は B である」という意味を表す
ことができる。したがって，ここの “ 即为 ” と
いう表現は，意味の重複ということになる。“ 此
即 ‘柏林焚书 ’事件 ”でも“此为 ‘柏林焚书 ’事件 ”
でも中国語としては通じることになる。なお，
ここの “ 事件 ” という語もちょっと蛇足的な感
じがする。なくても十分である。つまり，“ 此
即 ‘ 柏林焚书 ’” としても全然問題がない。
（ ５）“记录下当年书籍蒙难的记忆 ”
　この文も，中国語の表現の問題である。少な
















め」なら，“ 为了不忘记这一事件 ” でいい。
　この短い文には，もう 1 つの言葉がある。“ 当
年 ” である。これは，原文にない言葉である。















焚书的地点上 ” の使い方の中で，“ 在焚书的地
点 ” だけで充分である。ここでは，“ 地点 ” と
いう場所詞でも十分なので，いわゆる方位詞の
“ 上 ” の出番はない。さらに，実際の図書館は，




の “ 建立起 ” の表現である。「訳文」では，方
位詞 “ 上 ” を使っているから，ある空間の “ 上 ”
だから，動詞 “ 建立 ” だけではいささか物足り
ないと，訳者が感じ付き，空間的に上へ向く意





動詞の “ 起 ” の使い方は問題である。さらに，
中国語の動詞 “ 建立 ” 自体にも，“ 立 ” という
漢字が表しているイメージは上へ向いているも
のである。したがって，“ 建立 ” という動詞を
使っても，問題があると考えられる。そのうえ，
さらに “ 起 ” を付け加えるということは，現実
のイメージと逆の方向になっているのである。
“ 立 ” も “ 起 ” も上へ向く動作なので，ここで













うな建物は，“ 座 ” などで数えることができる。
しかし，ここの図書館は，地下への広がりのイ
メージである。それでももし “ 一座 ” が限定し
ているのは “ 空间 ” ではなく，“ 图书馆 ” であ
れば，“ 座 ” を使うことができる。しかし，こ
こでは普通名詞の “ 图书馆 ” ではなく，抽象名



























件事 ” ではなく，まず “ 一系列 ” のことであり，
しかも，ただのことではなく，ここでは「事件」
のことである。したがって，もし訳文でこの背




　“ 遭到破坏 ” は，原文の「破られている」と
いう言葉である。「破る」という動詞を見てい
ると，中国人は，往々にしてこの動詞の漢字表
記の「破」にこだわり，結局，“ 破坏 ” と理解


























目には，“ 撕破；撕毁；弄破 ” の 3 語が挙がっ
ているが，ここで述べている，「破る」の目的
語は書籍なので，中国語訳としては “ 撕破 ” だ




のところで，“ 撕毁 ” という語を使っているが，








　“ 撕毁 ” に関する《现汉》の説明は，この語
の構成から説明している。つまり “ 撕 ” と “ 毁 ”
の両方を説明しているのである。というのは，
“ 撕毁 ” の語構成の重点は，二音節目の結果補










語の受身は中国語では，大体 “ 被 ” で表現する
ところが多い。ここでは “ 被撕 ” だけでもいい。
　　《安妮日记》及相关书籍接连被撕。
　そして，下の “ 被害にあった ” に当たる「訳文」
は “ 被撕毁 ” と思われるが，前述のように，「破
られる」のところでは，“ 被撕毁 ” を使わず，“ 遭
到破坏 ” を使っていたので，ここでその具体的
な動作を表す言葉を当てるということ自身は，
問題ない。それでも，まず “ 撕毁 ” の意味の妥
当性から考える場合，不適切であること，そし
て，抽象的な「被害にあった」に対して，具体
的な “ 撕毁 ” を当てるのにも，問題があったよ
うに感じられる。
（１１）“这份深不可测的恶意 ”












挙げられていない。実際，この “ 份 ” は気持ち
を表す用法もある。例えば，“ 一份情谊 ”，“ 一
份深情厚谊 ” などのような使い方である。これ
らの用例を見れば，“ 份 ” はおおよそいい意味
のものに用いられる。けれども，ここの “ 这份
深不可测的恶意 ” と “ 恶意 ”「悪意」の修飾語
としては，やはり首をかしげたくなる。ここで
は，この量詞を用いず数詞 “一 ” だけ使って，“这
一深不可测的恶意 ” とすれば，問題ないだろう。
言葉の褒貶意は非常に大事である。




いが，中国語の四字成語 “ 居心叵测 ” を活用し






















語訳は，うえでも触れているように “ 被 ” とい
う言葉を使えばいい。“ 被广泛阅读 ” なら，立
派な中国語表現である。しかし，「訳文」では
“ 被 ” を使わず，“ 受到 ” を使った。その理由は
わからないが，結論から言えば，“受到广泛阅读 ”





















































スの中の「メタ語」としての “ 无疑 ”“ 甚至 ” で
ある。












































































“ 此类 ” あるいは “ 这些 ” などに訳すことがで
きる。
（１５）“无论其背后到底有着何种原因 ”





　したがって，“ 无论其背后有着何种原因 ” だ
けでも文は十分に意味を伝えることができる。
　しかし，「訳文」では，“ 到底 ” という副詞を
























て中国語の “ 深刻 ” について解説している。
1［心情的に］严肃。
2［状況が］严重；重大。
　“ 深刻 ” は「（印象・意味・理解などが）
深い」の意味。
　つまり，日本語の「深刻」は重大，むごいと
いう意味なのに対して，中国語の “ 深刻 ” は「深
い」という意味である。したがって，ここでは，











何都必须守住 “ 图书馆的自由 ”。
　原文は「焚書に及んだ」であるが，「訳文」





















































































































































示 “ 震惊和深切的担忧 ”。
“ 自由阅读即犯罪 ”。长田的诗句直指
焚书之举背后，纳粹的丧心病狂。如今，
无论如何都必须守住 “ 图书馆的自由 ”。
付録 ３：続の試訳案

































必坚守 “ 图书馆的自由 ”。
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　　Previously, various Chinese translations of the Asahi Shimbun column "Vox Populi,Vox Dei" have been 
discussed in this publication. This paper compars a May 5, 2014 Chinese translation of a February 26, 2014 
Vox Populi,Vox Dei column about library freedoms. It offers a contrastive linguistic analysis of that article. In 
this paper, terms such as “ 方形 ”, “ 空白 ”, “ 无疑 ”, “ 甚至 ”, and phrases such as“ 此即为 ‘ 柏林焚书 ’ 事
件 ”, “记录下当年书籍蒙难的记忆 ”, “在焚书的地点上 ”, “建立起 ”, “一座奇特的空间 ”, “一件事 ”, “遭
到破坏 ”, “ 被撕毁 ”, “ 这份深不可测的恶意 ”, “ 如此事件 ”, “ 无论其背后到底有着何种原因 ”, “ 深刻
的影响 ”, “ 焚书之举背后 ”, as well as passive expressions such as“ 被认定 ”, “ 被付之一炬 ”, “ 受到广泛
阅读 ”are be examined in depth.
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The Translations of Japanese-Chinese:
the Chinese Translations of the "Vox Populi, Vox Dei" (2014.2.26) as an 
example
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